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　今月はIMが合同２回を含め６回・８グループで行われま

す。各ＩＭの成功を期待します。また、RYLAも岩国市で行

われます。更には、次年度に向けて、従来のPETS（会長エ

レクト研修セミナー）が、今回からPELS（会長エレクトラ

ーニングセミナー）に名称変更され行われます。また、今年

度から、３年間の目標ということで各クラブでの行動計画

の推進を進めています。会長ノミニーも決まったことと思い

ます。各クラブには会員満足度調査の実施をお願いしてい

ます。これで分かった課題を参考にしながら、会長、会長

エレクト、会長ノミニーと行動計画推進リーダーを中心に、

クラブをより魅力的にして会員増強を図るとともに、従来の

活動を見直して、よりインパクトのある活動を計画してほし

いと思います。

　さて、3月は「水と衛生月間」です。また、3月10日から16

日は「世界ローターアクト週間」です。ユニセフによると、多

くの子供達が汚れた水や不衛生な環境のため感染症をお

こし、下痢などで命を落とすことも少なくないとのことです。

2022年時点で、世界で22億人が安全に管理された飲み水

を使用できず、このうち1.15億人は湖や河川や用水路など

の未処理の地表水を使用しています。また、34億人が安全

に管理された衛生施設（トイレ）を使用できず、このうち

4.19億人は近くにトイレがなく屋外で用を足す屋外排泄を

行っています。なお、アーチックRI会長のロータリーのマジ

ックのきっかけになったように、水の浄化装置の設置によ

り、子供達が水くみに行く必要がなくなることで、学校に行

けるようになるなど、教育や経済面も含めた効果も期待でき

ます。地区内のクラブの中でも、主にアジア地域で水の浄

化施設の提供などのプロジェクトが比較的多く取り組まれ

ています。ぜひ検討してみてください。

　1968年3月13日に世界で初めて、アメリカノースカロライ

ナ州のノースシャーロットRCの提唱でローターアクトクラブ

が設立されたことにちなんで、世界ローターアクト週間が設

けられています。ロータリークラブとローターアクトクラブが

共同で活動に取り組むことが推奨されています。ローターア

クトクラブは、地区補助金やグローバル補助金にも取り組

めるようになりましたし、MyRotaryのラーニングセンター

なども使えるようになりました。当地区でも、今年度から地

区ローターアクト委員会にローターアクターも入ってもらって

います。そして、今年度ローターアクトを中心にしながら、マ

ツダスタジアムでのカープの試合の時と５月４日の岩国米

軍基地開放デーに合わせ、ポリオと能登災害の募金活動

を企画しています。ぜひ、ロータリアン、ローターアクター、

ロータリーファミリーメンバーも含めて、共同の取り組みが

できればと思います。ぜひご参加ください。

水と衛生月間、世界ローターアクト週間

　この事業は日韓両国のIACの生徒を交互に派遣し、渡航体

験は勿論、ホームステイを通じ、両国の日常生活に触れることで

文化の違いを感じたり、言葉の壁を越えた友情を深めたり、その他

様 な々体験をすることで青少年の育成に役立てる事業です。

　先ずは去る1月18日～20日、韓国から生徒11名顧問教師1名

ロータリアン4名計16名が来日されました。1日目に歓迎会・ホー

ムステイ研修、2日目・3日目に観光・帰国という旅程でした。

　今年は広島県のIACが対象となり、ホスト校である英数学館

中・高等学校の比羅岡先生が中心となり、広島県内各校と調整を

図ってくださり、人数、男女比、アレルギーの有無も含めホームス

テイ先＝（韓国派遣する生徒宅）の選定、ペアリングまで奮闘して

いただきました。また、提唱RCの藤井IA委員長の豊富な経験と

牽引力によって支えていただきました。また、会場となる東広島商

工会議所は東広島２１RCのご尽力で確保ができ、また歓迎会当

日は早朝より東広島RC・原会長、古本幹事、大浦委員長が会場

設営のお手伝いをしてくださり、土肥慎二郎ガバナーエレクトも駆

けつけてくださって感謝しかありません。誠にありがとうございました。

　1日目10：15、私と通訳として参加してもらった米山奨学生の

イ・ドンウ君と貸し切りバスで広島空港までお出迎えに行き、無事

に会場へ到着しました。準備の整った会場では日本のロータリア

ンや生徒達が歓迎ムード一杯に拍手でお出迎えし、予定通り歓

迎会がスタートしました。

　今回、当地区参加のIACは英数学館中・高等学校2名、武田

中学高等学校2名、広島修道大学ひろしま協創高等学校2名、

山陽女学園高等部1名、清水ヶ丘高等学校2名、崇徳学園高等

学校2名、顧問教師3名、ロータリアン5名、通訳１名、計20名でし

た。

　11：00、英数学館高等学校の亀和田君の司会の元、小林君の

点鐘で幕を開け両名の自己紹介と通訳の紹介があり、次に両国

委員長の歓迎の挨拶がありました。次に韓国の生徒さん一人ず

つ自己紹介、続いて日本の生徒さんの自己紹介と進み、ロータリ

アン、顧問教師の紹介が終わったところで、ホームステイの趣旨

説明、注意事項、緊急連絡先の説明の後、緊張のペアリングを

発表し、最後に記念撮影をして歓迎交流会を閉幕しました。その

後お弁当が配られ、生徒達はペアに分かれお弁当を食べなが

ら、スマホの翻訳アプリを使ったり、身振り手振りを加えたりしながら

コミュニケーションをとっていました。

　食事も終わる頃にはホストファミリーのお出迎えもあり、其 の々お

宅へ順次出発し、時間通り全員を見送ることができました。両国の

ロータリアンと顧問教師は、その後福山市へ移動し、鞆の浦、福

山城の観光後、懇親会を行い、友好を深める事が出来ました。

　翌朝集合場所でホストファミリーと生徒達がにこやかな顔で、ま

た別れを惜しむ顔で話しているところを見ると、ホッとする安堵感と

共に貴重な経験を提供できた事への充実感、さらに経験させて

頂いた感謝の気持ちが湧きました。3月の訪韓で再会することを

誓い合い、皆で手を振ってお見送りを行い終了しました。

　生徒達にとってもロータリアンにとっても貴重な経験であったと

思います。ありがとうございました。

国際ロータリー第2710地区 2024-25年度 インターアクト委員長 石 橋 貴 雄

韓国3690地区との日韓交流事業受け入れ報告
2024-25年度インターアクト

　岩国市を流れる錦川の沿線を走る錦川清流線は、1987年にJR（旧国鉄）特定地方交通線の岩日線から転換した第三セクターの
錦川鉄道が運行しています。路線距離は32.7km、岩国ー錦町を1時間10分で結び、車窓からは風光明媚な錦川の流れや、春は桜
や菜の花、夏は緑と清らかな川の流れ、秋は山々の紅葉、冬は凛とした雪景色など、四季折々の自然美が楽しめます。

今月の表紙



02 Governor’s Monthly Letter 03ガバナー月信　2025年3月号

2024-25 ROTARY INTERNATIONAL District 2710

Governor’s Monthly Letter

国際ロータリー第2710地区 2024-25年度ガバナー 上 田 文 雄

　今月はIMが合同２回を含め６回・８グループで行われま

す。各ＩＭの成功を期待します。また、RYLAも岩国市で行

われます。更には、次年度に向けて、従来のPETS（会長エ

レクト研修セミナー）が、今回からPELS（会長エレクトラ

ーニングセミナー）に名称変更され行われます。また、今年

度から、３年間の目標ということで各クラブでの行動計画

の推進を進めています。会長ノミニーも決まったことと思い

ます。各クラブには会員満足度調査の実施をお願いしてい

ます。これで分かった課題を参考にしながら、会長、会長

エレクト、会長ノミニーと行動計画推進リーダーを中心に、

クラブをより魅力的にして会員増強を図るとともに、従来の

活動を見直して、よりインパクトのある活動を計画してほし

いと思います。

　さて、3月は「水と衛生月間」です。また、3月10日から16

日は「世界ローターアクト週間」です。ユニセフによると、多

くの子供達が汚れた水や不衛生な環境のため感染症をお

こし、下痢などで命を落とすことも少なくないとのことです。

2022年時点で、世界で22億人が安全に管理された飲み水

を使用できず、このうち1.15億人は湖や河川や用水路など

の未処理の地表水を使用しています。また、34億人が安全

に管理された衛生施設（トイレ）を使用できず、このうち

4.19億人は近くにトイレがなく屋外で用を足す屋外排泄を

行っています。なお、アーチックRI会長のロータリーのマジ

ックのきっかけになったように、水の浄化装置の設置によ

り、子供達が水くみに行く必要がなくなることで、学校に行

けるようになるなど、教育や経済面も含めた効果も期待でき

ます。地区内のクラブの中でも、主にアジア地域で水の浄

化施設の提供などのプロジェクトが比較的多く取り組まれ

ています。ぜひ検討してみてください。

　1968年3月13日に世界で初めて、アメリカノースカロライ

ナ州のノースシャーロットRCの提唱でローターアクトクラブ

が設立されたことにちなんで、世界ローターアクト週間が設

けられています。ロータリークラブとローターアクトクラブが

共同で活動に取り組むことが推奨されています。ローターア

クトクラブは、地区補助金やグローバル補助金にも取り組

めるようになりましたし、MyRotaryのラーニングセンター

なども使えるようになりました。当地区でも、今年度から地

区ローターアクト委員会にローターアクターも入ってもらって

います。そして、今年度ローターアクトを中心にしながら、マ

ツダスタジアムでのカープの試合の時と５月４日の岩国米

軍基地開放デーに合わせ、ポリオと能登災害の募金活動

を企画しています。ぜひ、ロータリアン、ローターアクター、

ロータリーファミリーメンバーも含めて、共同の取り組みが

できればと思います。ぜひご参加ください。

水と衛生月間、世界ローターアクト週間

　この事業は日韓両国のIACの生徒を交互に派遣し、渡航体

験は勿論、ホームステイを通じ、両国の日常生活に触れることで

文化の違いを感じたり、言葉の壁を越えた友情を深めたり、その他

様 な々体験をすることで青少年の育成に役立てる事業です。

　先ずは去る1月18日～20日、韓国から生徒11名顧問教師1名

ロータリアン4名計16名が来日されました。1日目に歓迎会・ホー

ムステイ研修、2日目・3日目に観光・帰国という旅程でした。

　今年は広島県のIACが対象となり、ホスト校である英数学館

中・高等学校の比羅岡先生が中心となり、広島県内各校と調整を

図ってくださり、人数、男女比、アレルギーの有無も含めホームス

テイ先＝（韓国派遣する生徒宅）の選定、ペアリングまで奮闘して

いただきました。また、提唱RCの藤井IA委員長の豊富な経験と

牽引力によって支えていただきました。また、会場となる東広島商

工会議所は東広島２１RCのご尽力で確保ができ、また歓迎会当

日は早朝より東広島RC・原会長、古本幹事、大浦委員長が会場

設営のお手伝いをしてくださり、土肥慎二郎ガバナーエレクトも駆

けつけてくださって感謝しかありません。誠にありがとうございました。

　1日目10：15、私と通訳として参加してもらった米山奨学生の

イ・ドンウ君と貸し切りバスで広島空港までお出迎えに行き、無事

に会場へ到着しました。準備の整った会場では日本のロータリア

ンや生徒達が歓迎ムード一杯に拍手でお出迎えし、予定通り歓

迎会がスタートしました。

　今回、当地区参加のIACは英数学館中・高等学校2名、武田

中学高等学校2名、広島修道大学ひろしま協創高等学校2名、

山陽女学園高等部1名、清水ヶ丘高等学校2名、崇徳学園高等

学校2名、顧問教師3名、ロータリアン5名、通訳１名、計20名でし

た。

　11：00、英数学館高等学校の亀和田君の司会の元、小林君の

点鐘で幕を開け両名の自己紹介と通訳の紹介があり、次に両国

委員長の歓迎の挨拶がありました。次に韓国の生徒さん一人ず

つ自己紹介、続いて日本の生徒さんの自己紹介と進み、ロータリ

アン、顧問教師の紹介が終わったところで、ホームステイの趣旨

説明、注意事項、緊急連絡先の説明の後、緊張のペアリングを

発表し、最後に記念撮影をして歓迎交流会を閉幕しました。その

後お弁当が配られ、生徒達はペアに分かれお弁当を食べなが

ら、スマホの翻訳アプリを使ったり、身振り手振りを加えたりしながら

コミュニケーションをとっていました。

　食事も終わる頃にはホストファミリーのお出迎えもあり、其 の々お

宅へ順次出発し、時間通り全員を見送ることができました。両国の

ロータリアンと顧問教師は、その後福山市へ移動し、鞆の浦、福

山城の観光後、懇親会を行い、友好を深める事が出来ました。

　翌朝集合場所でホストファミリーと生徒達がにこやかな顔で、ま

た別れを惜しむ顔で話しているところを見ると、ホッとする安堵感と

共に貴重な経験を提供できた事への充実感、さらに経験させて

頂いた感謝の気持ちが湧きました。3月の訪韓で再会することを

誓い合い、皆で手を振ってお見送りを行い終了しました。

　生徒達にとってもロータリアンにとっても貴重な経験であったと

思います。ありがとうございました。

国際ロータリー第2710地区 2024-25年度 インターアクト委員長 石 橋 貴 雄

韓国3690地区との日韓交流事業受け入れ報告
2024-25年度インターアクト

　岩国市を流れる錦川の沿線を走る錦川清流線は、1987年にJR（旧国鉄）特定地方交通線の岩日線から転換した第三セクターの
錦川鉄道が運行しています。路線距離は32.7km、岩国ー錦町を1時間10分で結び、車窓からは風光明媚な錦川の流れや、春は桜
や菜の花、夏は緑と清らかな川の流れ、秋は山々の紅葉、冬は凛とした雪景色など、四季折々の自然美が楽しめます。

今月の表紙



04 Governor’s Monthly Letter 05ガバナー月信　2025年3月号

2024-25 ROTARY INTERNATIONAL District 2710

Governor’s Monthly Letter

国際ロータリー第2710地区 2019-25年度 ロータリー財団委員長 山 本 　 清

ロータリー財団勉強会報告

　ＲLⅠ（ロータリーリーダーシップ研究会）は、1992年にアメ

リカ・ニュージャージー州において元RI理事のデビット・リネッ

ト氏の発案で始められた研修組織です。日本においては

RLI日本支部が2008年６月に設立されました。初代日本支

部委員長に当地区の元RI理事・南園義一氏（防府RC）が

就任されました（『RLIファシリテーターガイドブック』）。

　さて、上田ガ バナー年度の第１回RLIが１月２６日に広島

YMCA国際文化センターで開催されました。地区内から７１

名が参加しました。朝１０時から１７時まで５０分ずつ６つのセッ

ションがありました。この会の成否は各セッションのファシリ

テーターと参加者の熱意にかかっています。２０人のファシリ

テーターの皆さんは事前に何度も準備を重ねられ、この日を

迎えられました。初めてファシリテーターをされた方や何度も

されたベテランの方もおられましたが、明るく元気な笑顔で進

められました。参加者の意見を引き出すのが目的ですので、

ファシリテーターは『できるだけしゃべるな、振って振って振りま

くれ』が合言葉とお聞きしました。素晴らしい方ばかりでした。

　今回はパートⅠですが、あと４月６日・６月１日と２回あります。

パートⅠは「ロータリアンとしての私」がテーマです。第１セッ

ションは「ロータリーにおけるリーダーシップ」、第２は「私の

ロータリー世界」、第

３は「 倫 理と職 業 奉

仕」、第４は「財団Ⅰ私

たちの財団」、第５は

「 会 員 の 参 加を促

す」、第６は「奉仕プロ

ジェクトを創造する」と

いう６つのセッションです。これだけ見ますと面倒くさい感じで

すが、参加者はさすがロータリアン、立派な大人です。真面

目に取り組まれていました。他のクラブの様子が聞けるという

大きなメリットがあるためもあるでしょう。朝から夕方までの長

丁場ですからさすがに疲れましたが、皆さん充実感を持って

終わられたと思いました。今後、各クラブの活動に活かせられ

ると思います。

　また、全体会議では、井内地区RLI委員長より５名の修了

者へ修了証とバッジの授与がありました。

　このような研修が行え、井内地区RLI委員長をはじめ地区

役員の皆さん、とりわけ当日の運営及び会場設営、印刷物等

の準備をしていただいたプランマネージャー及び地区事務

局の皆さんに感謝いたします。

国際ロータリー第2710地区 2024-25年度地区ラーニングファシリテーター 脇 　 正 典

第15期 RLI-2710 パート Ⅰ 報告

　2025年2月1日に2710地区ロータリー財団勉強会を開催

させて頂きました。

　ロータリー財団は1916-17年度RI会長のアーチ・C・クラ

ンフ氏が『世界でよいことをする』ために基金を設立しよう

との提唱で出来た財団で、1983年には米国歳入法501条

C項3号の団体、いわゆるチャリティーの資格を取得し、近

年では16年連続でチャリティーナビゲーターによる慈善団

体の最高評価であります四つ星の評価を頂いています。で

すから寄付をした我 も々免税の措置を受けることが出来ま

すが、同時にルールを厳格に守る義務があることもご理解

頂きたいと思います。そのルールの一つに『クラブ参加の

認定』があります。内容は①クラブ会長と会長エレクトが

『クラブの覚書（MOU）』に同意する②少なくともクラブ

から1名の会員が、地区が設定した補助金管理セミナーを

終了する③地区が独自に定めたその他の要件を満たすと

なっています。

　ですから本日は、『少なくともクラブから1名の会員が、

地区が設定した補助金管理セミナーを終了する』をクリア

する為に、全てのクラブにセミナーの案内をさせて頂きま

した所、54クラブ94名の参加を頂き大変有意義なセミ

ナーになったと思っております。当日のプログラムは晝田

ロータリー財団委員会カウンセラーの挨拶の後①補助金

について（小林委員）②奨学生・平和フェローについて（今

川委員）③ポリオプラスについて（都留委員）④寄付推

進・資金管理について（藤本委員）⑤ロータリーカードに

ついて（山下委員）について発表して頂き質疑応答の後、

16時30分に閉会となりました。

　今回は各担当小委員会の委員の皆様に発表して頂きま

したので、より詳しい内容の濃い発表になったと思っており

ます。

　このセミナーを参考にして沢山のクラブから地区補助

金・グローバル補助金の申請が頂ける事を祈念しつつ

ロータリー財団勉強会の報告とさせて頂きます。これから

もロータリー財団の活用・ご協力を宜しくお願い致しま

す。
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　呉南RCでは、コロナ禍以前より実施していた地域の呉市老

人クラブ連合会、清水ヶ丘学園IAC、呉南RC合同の清掃奉

仕活動を5月19日（日）再開開催しました。

　呉市の観光スポット「大和ミュージアム・鉄のくじら館」周辺の

大和波止場公園は、「呉南RC 40周年事業」で植樹した「おお

しま桜」や桜型の碑があります。また「ご当地ゆるキャラ祭」や、ア

ニメの「艦これ」等イベントが盛んに開催される観光客が集う場

所でもあり、市民の憩いの場でもあります。多くの人が集まる場所

を気持ち良く、楽しい時間を過ごしていただけたら「いいね！」と、

みんなで清掃奉仕活動を行いました。

　当クラブは、青少年奉仕に重点をおいて活動しており、岩国

市内の中学校を対象に、2006年から2013年にかけて「心肺蘇生

法：AED講習会」を、2016年から「がん予防教育と音楽公演」を

行っています。

　日本人の2人に1人が「がん」を生涯のうち一度は罹患し、3人

に1人が「がん」で死亡する状況にあり、青少年が将来、最も気を

つけなければならない病気は「がん」であるということを知って貰う

こと、そして音楽公演では、情操教育の一環として、岩国を拠点に

活躍されている石井啓一郎ご夫妻によるヴァイオリンとピアノの生

演奏を披露して貰っています。今後も青少年奉仕活動を継続し

ていきます。

国際ロータリー第2710地区　クラブ紹介国際ロータリー第2710地区　クラブ紹介

地域の活性化につながる清掃奉仕活動を目指して 呉南RC

　２０２４年１２月１４日、４０年以上続く恒例の奉仕プロジェク

トである障害者支援施設の高嶺園での餅つきを行いました。

会員２０名が参加し、もち米26キロを用意し7回に分け交代し

ながら気持ちを込めて餅をつきました。ついた餅は丸めて入所

者に提供されます。また、こども食堂を含め市内の他の老人施

設にも配りました。入所者のみなさんや子供たちが餅を食べ

て元気に年を越してもらえたらいいなと願うとともに、暮れの風

物詩として1年が過ぎ、新年が迎えられる思いで清 し々い気

持ちでした。先輩たちが繋いできたこの奉仕活動が毎年続

いていくことを願います。

恒例の暮れの奉仕活動 宇部西RC 青少年奉仕活動に取り組む 岩国西RC
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　勉強やスポーツで優秀な子どもたちだけではなく、普段は日

の目に当たらなくても善い行いや、人に思いやりを持って接するこ

とのできる子どもたちに焦点をあて、表彰する取り組みを行ってい

ます。第16回となりました善行児童生徒表彰式、福山赤坂地域

の小中学校から12名の子どもたちを表彰しました。

　子どもたちからは、この賞を誇りにして、今後も善い行いに取り

組んでいきたいという言葉をいただきました。この事業を通して、

地域の子どもたちが率先して善い行いを実践できる人に成長

し、困っている人がいれば自然に手を差し伸べられる、そんな心

豊かな子どもたちであふれる地域社会になる事を願っています。

児童・生徒の思いやりの行動を表彰 福山赤坂RC

　2025年1月18日、ローターアクト第2回地区協議会を開催いたし

ました。活動方針や予算等で変更があれば説明・承認決議、地区

RA代表ノミニー（次々年度地区RA代表）の選出選挙を行う、という

のが主な流れとなります。　

　前半は今年度の振り返りを、後半はポリオについて学ぶ内容とさ

せていただきました。

　今年度の振り返りでは、上半期は七地区交流会、RA代表公式

訪問を行ったこと、下半期にはRA第48回年次大会と、福山RAC、

徳山RACの創立50周年式典を行うこと等を報告致しました。

　ポリオについてでは、川久保地区RA代表補佐より、医学的な面

でポリオについてご説明いただき、またロータリーとの関係性につい

てご説明いたしました。ご出席いただいた杉川カウンセラー、土肥

GEよりポリオの重要性についてお話をいただくと、知識が深まった、

ポリオ活動に意欲的になれたといったような声がアンケートにありまし

た。本会の学びが、今後のRA活動の発展に繋がれば幸いです。

国際ロータリー第2710地区ローターアクト代表 福 谷 総 大

ローターアクト第2回地区協議会報告

国際ロータリー第2710地区　新会員 ・ 物故会員紹介

大柳　篤司
下関北RC

2025年1月7日
生花小売業

大西　智久
下関北RC

2025年1月7日
電気工事業

山根　一則
防府RC

2025年1月20日
建設業

澤井　一輝
防府北RC

2025年1月20日
電気工事

原田　圭輔
防府南RC

2025年1月9日
社会保険労務士

片山　竜児
岩国西RC

2025年1月10日
司法書士

中村　真久
広島RC

2025年1月14日
電気機械製造

岸本　晴史
広島北RC

2024年12月16日
生産ライン製造販売

岡田　力
広島北RC

2025年2月6日
土木工事

加藤　雄
大竹RC

2025年1月21日
合成繊維製造

井伊　慎哉
広島廿日市RC
2025年1月27日

薬局経営

寄兼　千秋
東広島21RC

2024年12月23日
不動産業

宮川　将治
東広島21RC

2024年12月23日
信用金庫

大澗　健成
東広島21RC

2024年12月23日
自動車販売

鷹橋　紀幸
呉東RC

2024年12月18日
介護施設協同組合

小尻　大介
呉東RC

2025年1月8日
研削砥石製造販売業

渡邉　宏文
呉東RC

2025年1月8日
電気設備設計施工業

上川　哲治
呉東RC

2025年1月15日
船舶電気機器製造業

坂本　博美
広島空港RC

2025年1月8日
自動車販売

新田　真吾
広島空港RC

2025年1月8日
ホテル

桑原　正光
福山赤坂RC

2025年1月7日
情報通信

三谷　篤史
福山西RC

2025年1月11日
建設業

菅田　大地
福山西RC

2025年2月4日
電気工事

高橋　由倫
福山西RC

2025年2月4日
内装業

謹んで哀悼の意を表します

ロータリー歴
2016-17年度 会長
マルチプル・ポール・ハリス・フェロー
ベネファクター　米山功労者
職業分類／青年会

広島中央RC  故 黒瀬真一郎 殿
2025年1月20日 ご逝去（享年83歳）
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　勉強やスポーツで優秀な子どもたちだけではなく、普段は日

の目に当たらなくても善い行いや、人に思いやりを持って接するこ

とのできる子どもたちに焦点をあて、表彰する取り組みを行ってい

ます。第16回となりました善行児童生徒表彰式、福山赤坂地域

の小中学校から12名の子どもたちを表彰しました。

　子どもたちからは、この賞を誇りにして、今後も善い行いに取り

組んでいきたいという言葉をいただきました。この事業を通して、

地域の子どもたちが率先して善い行いを実践できる人に成長

し、困っている人がいれば自然に手を差し伸べられる、そんな心

豊かな子どもたちであふれる地域社会になる事を願っています。

児童・生徒の思いやりの行動を表彰 福山赤坂RC

　2025年1月18日、ローターアクト第2回地区協議会を開催いたし

ました。活動方針や予算等で変更があれば説明・承認決議、地区

RA代表ノミニー（次々年度地区RA代表）の選出選挙を行う、という

のが主な流れとなります。　

　前半は今年度の振り返りを、後半はポリオについて学ぶ内容とさ

せていただきました。

　今年度の振り返りでは、上半期は七地区交流会、RA代表公式

訪問を行ったこと、下半期にはRA第48回年次大会と、福山RAC、

徳山RACの創立50周年式典を行うこと等を報告致しました。

　ポリオについてでは、川久保地区RA代表補佐より、医学的な面

でポリオについてご説明いただき、またロータリーとの関係性につい

てご説明いたしました。ご出席いただいた杉川カウンセラー、土肥

GEよりポリオの重要性についてお話をいただくと、知識が深まった、

ポリオ活動に意欲的になれたといったような声がアンケートにありまし

た。本会の学びが、今後のRA活動の発展に繋がれば幸いです。

国際ロータリー第2710地区ローターアクト代表 福 谷 総 大

ローターアクト第2回地区協議会報告

国際ロータリー第2710地区　新会員 ・ 物故会員紹介

大柳　篤司
下関北RC

2025年1月7日
生花小売業

大西　智久
下関北RC

2025年1月7日
電気工事業

山根　一則
防府RC

2025年1月20日
建設業

澤井　一輝
防府北RC

2025年1月20日
電気工事

原田　圭輔
防府南RC

2025年1月9日
社会保険労務士

片山　竜児
岩国西RC

2025年1月10日
司法書士

中村　真久
広島RC

2025年1月14日
電気機械製造

岸本　晴史
広島北RC

2024年12月16日
生産ライン製造販売

岡田　力
広島北RC

2025年2月6日
土木工事

加藤　雄
大竹RC

2025年1月21日
合成繊維製造

井伊　慎哉
広島廿日市RC
2025年1月27日

薬局経営

寄兼　千秋
東広島21RC

2024年12月23日
不動産業

宮川　将治
東広島21RC

2024年12月23日
信用金庫

大澗　健成
東広島21RC

2024年12月23日
自動車販売

鷹橋　紀幸
呉東RC

2024年12月18日
介護施設協同組合

小尻　大介
呉東RC

2025年1月8日
研削砥石製造販売業

渡邉　宏文
呉東RC

2025年1月8日
電気設備設計施工業

上川　哲治
呉東RC

2025年1月15日
船舶電気機器製造業

坂本　博美
広島空港RC

2025年1月8日
自動車販売

新田　真吾
広島空港RC

2025年1月8日
ホテル

桑原　正光
福山赤坂RC

2025年1月7日
情報通信

三谷　篤史
福山西RC

2025年1月11日
建設業

菅田　大地
福山西RC

2025年2月4日
電気工事

高橋　由倫
福山西RC

2025年2月4日
内装業

謹んで哀悼の意を表します

ロータリー歴
2016-17年度 会長
マルチプル・ポール・ハリス・フェロー
ベネファクター　米山功労者
職業分類／青年会

広島中央RC  故 黒瀬真一郎 殿
2025年1月20日 ご逝去（享年83歳）
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計

計

計

計

岩国
岩国中央
岩国西
柳井
柳井西

広島
広島安芸
広島安佐
広島東
広島北
広島陵北
大竹

広島中央
広島廿日市
広島城南
広島南
広島東南
広島西南
広島西

江田島
東広島
東広島21
呉
呉東
呉南
西条

78.88 
87.81 
85.47 
99.74 
99.41 
90.26 
99.19 
97.70 
83.73 
95.73 
94.15 
97.43 
86.55 
93.50 
99.12 
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88.22 
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25
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89
466
17
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15
74
30
51
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38
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26
27
223
133
33
16
116
101
44
24
467
67
26
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86
91
75
91
477
17
21
18
74
34
46
43
253

1
6
5
1
6
19
3
3
2
10
0
2
0
20
6
3
4
0
12
5
6
36
0
2
4
5
2
2
1
16

2
2
4
1
1
10
15
0
1
8
3
0
1
28
1
4
1
3
6
6
3
24
0
0
3
1
5
0
4
13

0
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0
3
3
6
0
3
3
1
4
20
3
3
1
0
4
1
1
13
0
1
0
1
1
5
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クラブ名
会員数
当月

末日 入会 退会内女性
本年度平均

出席率 年度初
7/1

1

2

3

4

計

計

計

計

長門
下関
下関中央
下関東
下関北
下関西

萩
萩東
美祢
小野田
宇部
宇部東
宇部西

防府
防府北
防府南
山口
山口県央
山口南

光
周南西
徳山

徳山セントラル
徳山東

97.72 
75.02 
71.80 
80.01 
73.67 
81.92 
80.02 
82.71 
92.83 
78.72 
83.55 
94.79 
71.69 
90.63 
84.99 
83.83 
75.86 
86.26 
77.36 
86.75 
94.23 
84.05 
77.12 
80.11 
99.18 
73.98 
100.00 
86.08 

23
43
42
66
54
34
262
46
24
20
34
39
9
47
219
53
24
44
46
25
40
232
53
54
42
20
41
210

23
45
41
65
60
33
267
45
25
19
36
40
9
51
225
58
25
49
50
24
41
247
54
55
42
21
41
213

3
2
6
5
4
0
20
3
1
1
3
5
1
7
21
2
4
10
5
1
7
29
3
6
2
2
1
14

1
2
0
2
7
1
13
1
1
0
2
3
0
7
14
7
2
5
4
0
2
20
2
2
1
1
0
6

1
0
1
3
1
2
8
2
0
1
0
2
0
3
8
2
1
0
0
1
1
5
1
1
1
0
0
3

グ
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当月

末日 入会 退会内女性
本年度平均

出席率 年度初
7/1

※正式名称「福山ロータリーEクラブ2710」
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計

計

計

計
第2710地区計

広島空港
因島
三原
尾道
尾道東
竹原

府中
福山
福山東
福山丸之内
鞆の浦

福山REC2710

福山赤坂
福山北
福山南
福山西
松永

吉舎
三次
三次中央
庄原
東城

82.25 
97.08 
88.38 
72.75 
89.42 
70.71 
83.43 
85.78 
90.64 
73.88 
86.37 
90.18 
100.00 
87.81 
71.25 
93.99 
74.66 
88.15 
88.73 
83.36 
88.89 
72.13 
90.22 
92.02 
82.09 
85.07 
86.70 

26
16
50
79
48
10
229
13
85
39
26
16
7
186
52
33
57
39
52
233
9
40
36
29
14
128
3088

30
16
50
79
48
0
223
14
84
35
25
16
8
182
54
33
60
43
53
243
9
41
35
29
14
128
3148

4
0
1
2
7
0
14
2
2
2
1
0
1
8
4
2
4
4
6
20
0
1
5
3
1
10
227

5
0
0
1
0
0
6
1
1
1
0
0
1
4
2
1
3
5
2
13
0
2
0
0
0
2
153

1
0
0
1
0
10
12
0
2
5
1
0
0
8
0
1
0
1
1
3
0
1
1
0
0
2
93

グ
ル
ー
プ

クラブ名
会員数
当月

末日 入会 退会内女性
本年度平均

出席率 年度初
7/1
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国際ロータリー第2710地区 事務局　〒732-0822 広島市南区松原町1-5 ホテルグランヴィア広島6F
TEL:082-506-0055　FAX:082-263-2323　E-mail:info@ri2710.com　URL:http://ri2710.com/


